製品別比較表（標準医薬品との比較） 案

2024年4月改訂
	
	後発医薬品
	標準医薬品

	製品名

（一般名）
	ベタメタゾン酪酸エステルプロピオン酸エステル
ローション0.05％｢JG｣

（ベタメタゾン酪酸エステルプロピオン酸エステル）
	アンテベートローション0.05％

	販売会社名
	日本ジェネリック
	

	薬価

（標準医薬品との差）
	18.90円/g

（0.00円/g）
	18.90円/g

	規格
	1g中　ベタメタゾン酪酸エステルプロピオン酸エステル0.5mgを含有

	薬効分類

（標準商品分類番号）
	外用合成副腎皮質ホルモン剤

（872646）

	効能又は効果
	湿疹・皮膚炎群（手湿疹、進行性指掌角皮症、脂漏性皮膚炎を含む）、乾癬、虫さされ、薬疹・中毒疹、痒疹群（ストロフルス、じん麻疹様苔癬、結節性痒疹を含む）、紅皮症、紅斑症（多形滲出性紅斑、ダリエ遠心性環状紅斑）、ジベル薔薇色粃糠疹、掌蹠膿疱症、扁平紅色苔癬、慢性円板状エリテマトーデス、肉芽腫症（サルコイドーシス、環状肉芽腫）、特発性色素性紫斑（マヨッキー紫斑、シャンバーク病）、円形脱毛症、肥厚性瘢痕・ケロイド、悪性リンパ腫（菌状息肉症を含む）、アミロイド苔癬、水疱症（天疱瘡群、ジューリング疱疹状皮膚炎・水疱性類天疱瘡）
【標準医薬品に同じ】

	用法及び用量
	通常、1日1～数回、適量を患部に塗布する。
【標準医薬品に同じ】

	添加剤
	クロタミトン、中鎖脂肪酸トリグリセリド、ポリオキシエチレン硬化ヒマシ油40、ラウロマクロゴール、ソルビタンセスキオレイン酸エステル、カルボキシビニルポリマー、カルメロースナトリウム、パラオキシ安息香酸メチル、パラオキシ安息香酸プロピル、エデト酸ナトリウム水和物、濃グリセリン、pH調節剤
	オリブ油、セタノール、ステアリン酸、軽質流動パラフィン、メチルポリシロキサン、ポリソルベート60、ソルビタンセスキオレイン酸エステル、カルボキシビニルポリマー、ジイソプロパノールアミン、パラオキシ安息香酸メチル、パラオキシ安息香酸プロピル、プロピレングリコール

	製品の性状
	ほとんどにおいのない白色の乳剤性ローション剤1gに水10mLを加え激しく振り混ぜるとき、均等に

白濁し、得られる懸濁液のpHは5.3～6.3

	白色の全質均等な乳剤性のローション剤で、においはないか又はわずかに特異なにおいがある。
本品1 gに水10mLを加え激しく振り混ぜて得られる懸濁液のpHは5.3～6.3である。

	規制区分
	劇薬

	貯法
	室温保存
本剤は光によって分解するため、外箱開封後は
容器にて遮光された状態で保存すること。
	室温保存
本剤は光によって分解するため、外箱開封後は
容器にて遮光された状態で保存すること。

	品質再評価
	-

	標準製剤との同等性
	生物学的同等性試験


	
	1.皮膚血管収縮作用
健康成人男子にベタメタゾン酪酸エステルプロピオン酸エステルローション0.05％｢JG｣及びアンテベート
ローション0.05%を、それぞれ4時間密封塗布し、除去後経時的に皮膚蒼白度を判定し、比較した。
2.抗炎症作用
ベタメタゾン酪酸エステルプロピオン酸エステルローション0.05％｢JG｣とアンテベートローション0.05%の効力比較試験（ラットクロトン油耳浮腫抑制試験、ラットカラゲニン足浮腫抑制試験、ラット肉芽増殖抑制試験）により、抗炎症作用を比較した。
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	生物学的同等性試験結果により、両剤は同等と評価されている。


	備考
	

	連絡先
	


